
ジーシーの人的資本を支える根幹には、何よりも「なかま」

の存在があります。「なかま」は経営理念に息づくフィロソ

フィーであり、会社の未来を切り拓くための大きな原動力で

す。創業100年を超えた今、グローバル時代に対応しつつ、

日本発の企業としての存在価値をさらに高めていきたいと考

えています。その実現のために、社員一人ひとりの成長を全

力で支援し、健康経営をより一層推進していきます。
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　私たちジーシーは、創業当初から「なかま」の会社を掲げ、

100年以上にわたって人的資本経営の本質を実践してきま

した。いま、人的資本経営がトレンドとして注目されてい

ますが、私たちにとってそれは一過性の流行ではなく、創

業の精神そのものです。少子高齢化が進み、人材の確保が

容易でない時代だからこそ、改めて“人”の力こそが企業の

成長の原動力であることを、私たちは強く感じています。

　さらに、現在は女性・障がい者・外国人人材など多様な

方々が活躍する時代を迎えています。だからこそ、私たち

の人材に対する根本的な思想をより明確なものとし、これ

まで以上に大切にしていく必要があると考えています。ワ

ークライフバランスの観点では、私生活と日々の仕事の両

「なかま」と社是「施無畏」に  
込めた思い

面が充実してこそ、個人が成長し、それが会社の発展にも

結びつくと私たちは確信しています。

　人的資本とは、まさに会社が「人」そのものに投資し、

共に成長するという考え方です。

　投資は重要ですが、そのリターンをいつ・どのように測

るかは容易ではありません。だからこそ、投資の方針を明

確化し、社員一人ひとりのキャリアと未来像を見える化し

ていかなくてはなりません。それによって、会社の求める

人材像も明確になっていくのです。

　ジーシーは日本発祥の会社ですが、2013年にスイスに

海外事業所の統括会社であるGC International AGを設立、

2022年にはグローバル本社となりました。開発の実務のほ

とんどは今も日本で行われ、製造も日本の工場がマザー工

場として主体となっています。しかしながら、対応力や思考、

人材育成の面ではグローバル化が進み、日本の発信力がこ

れまで以上に試されています。

　私たちの社是「施
せ

無
む

畏
い

」は、「相手の立場に立ち、考え

て行動すること」を意味しています。それはお客様は社外

の方だけではなく、従業員一人ひとりにも向けられており、

次に受け渡す相手、「後工程はお客様」という表現にもつな

がっています。

　「口腔保健の向上を通じ、地球社会に貢献する」。この経

営理念は、ジーシーが歯科医療を通じて人々の健康と幸福
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に寄与するという使命そのものです。その実現を支えるのは、

開発力や製品力だけでなく、それを支える「なかま」の力

が欠かせません。

　そして、前向きに仕事に取り組み、健康と幸福を多くの人々

に届けていくためには、まず社員自身が健康であることが

必要です。こうした意味でも、健康経営の推進と人的資本

の強化は深く結びついています。

　社是「施無畏」は、創業初期にお客様の立場や製品の使

い勝手を十分に理解できなかったという反省から生まれま

した。だからこそ、全社員が「顧客担当アソシエイト」と

いう名刺を持ち、現場に足を運び、生の声を聞き、お客様

を真に理解することを大切にしています。同じように社内

の「なかま」ともしっかり向き合い、お互いの相互理解を

深めることが重要だと考えています。その積み重ねこそが、

ジーシーの人的資本経営の原点なのです。

　私たちの中期経営計画は、グローバル体制で策定してい

ます。日本ではその基本方針に基づき、やるべきことを抽

出し、GQM（GCʼs Quality Management）3ヶ年計画を

立案。各部署の現場実務はもちろん、人的資本に関する取

り組みもこれに沿って進めています。

　グローバルではハードスキルを、日本ではコンピテンシ

ーなどのソフトスキルを重視する文化があります。スイス

に拠点を置く親会社の影響は強いものの、私たちも日本企

業として、主張すべき点は主張していかなくてはなりません。

ハードとソフト、その両輪をどう融合させ、実務に落とし

込むか、ここに私たちの真価が問われています。

　だからこそ、社員の皆さんには、自ら決断し、創造力を

高めていってほしいと考えています。そして、「施無畏」を

踏まえた上で、恐れずに自分の考えを会社に向けて発信で

きる人になってほしいと願っています。

自ら決断し、創造力を高め、  
グローバルに発信してほしい

　これから入社してくる方々についても、お客様の声を聞

く力に加え、グローバルマインドを持ち、自らの意見を、

世界を見据え積極的に発信できる方に来ていただきたいと

願っています。

　ダイバーシティの中でも、特にジェンダーや女性活躍に

関する取り組みは、私たちにとっても挑戦です。当社の女

性管理職比率は、他社と比較して遅れていると言わざるを

得ません。男女問わず同じ目線・基準で評価できるしくみ

や女性が活躍できる環境への改善など、一歩ずつ改革を進

めています。

　また、障がいのある方への取り組みについても、「スタン

ダードであり、特別ではない」という価値観を、さらに社

内に浸透させていく必要があります。

　「なかま」というキーワードは、ジーシーにとって非常に

大切なものです。どれほど時代が変わっても、ジーシーの

根幹を支えるものは、やはり「なかま」であり、人である

という思いに変わりありません。

　「現場を正しく知る力」これもまた私たちは大切だと考え

ています。私自身が技術畑の出身ということもあり、何を

するにも現場を理解していなければ、発想がずれてしまう

と感じています。人材計画を立てるにも、理想だけを掲げ

るのでなく、現状を正しく把握した上で進めることが重要

です。人的資本経営においても、今回のレポートの作成を

通して、ジーシーの人的資本の現状を課題も含めてしっか

り把握し、今後の継続的な改善や推進につなげていきたい

と考えています。

　今後、会社は成長してほしい人材像をより明確に示して

いきます。まず会社としては、社員一人ひとりに自身の健

康を第一に考えてもらうことが高いパフォーマンスを生む。

この土壌をつくるところから始め、その積み重ねが未来を

切り拓き、ジーシーの100年先の価値を創出すると確信し

ております。
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自律的に働くことで
自己実現と幸せな人生の
未来を描いてほしい

人事担当役員メッセージ 

人 的資本レポートを作成するにあたり、私が最初

に抱いたのは、「社員一人ひとりがこの会社での

経験を通じて、自らの成長を実感してほしい」という思

いでした。もちろん、外部への発信も欠かせません。株

主やステークホルダーの皆様の期待に応えると同時に、

私たち自身も人的資本経営のフレームワークを活用し、

「人」という企業の力の源泉に対する経営の質を、より

高めていきたいと考えています。

　ジーシーの強みの一つは、「教育」です。歯科業界と

いう専門性の高い分野でありながら、入社時に専門知識

がなくても一から学べる教育カリキュラムを整えていま

す。加えて、人や企業人としての成長を支援する階層別

教育も充実しており、学び続ける文化が息づいています。

　ウェルビーイングの観点では、「健康経営」に力を入

れている点が特徴です。具体的には、歯科医院受診時の

補助金制度や、勤務時間内の通院を一定回数まで外勤扱

いとする制度など、独自の取り組みを進めています。

　今後、強化すべきテーマの一つが、「ダイバーシティ」

です。多様な価値観を持つ方々が活躍できる風土づくり

は、企業の競争力を根本から高めるものです。

　特に育児休業については、法令を上回る期間を設け、

本人も周囲も気持ちよく活用できるよう、職場全体の理

解促進にも力を入れています。

　教育のさらなる強化にも取り組みます。単なる知識

習得ではなく、社員一人ひとりが自らの可能性を広げ、

自己実現へとつなげる「成長のしくみ」を提示してい

きます。

　当社では、女性の離職が入社5年目・20代後半に多く

なるという分析結果があります。この課題に真摯に向き

合い、ライフイベントと両立できる環境づくりや女性リ

ーダーのロールモデル醸成を通じて、キャリアの継続と

成長を後押ししていきます。

　また、世界で活躍できる人材の育成も課題の一つです。

異文化でのビジネスを体験し、視野を広げることを目的

としたトレーニー制度の確立と活用促進を進めていき 

ます。

　後継者育成の強化も必要です。現在、グローバルで活

躍できる次期役員の育成を目的とした「グローバル中尾

塾」に日本からも積極的に人材を参加させ、 5年先・10年

先を見据えた人材育成に取り組んでいます。

　人的資本経営の重点指標（KPI）の策定にあたっては、

ISO30414を参考にしています。私たちは特に「生産

性に関する指標」を重視しており、今後の人的資本戦

略では、中期経営計画と連動しながら、より実効性の

高いKPIと重点課題を設定していきます。

　今回の人的資本レポートは、社員の皆さん、そして

これから「なかま」になる方々に向けたメッセージで

もあります。ジーシーの理念と取り組みを知り、この

会社で働くことを通じて自己実現を果たし、家族を含

めた「明るく幸せな人生の未来」をともに描いていき

ましょう。

吉武 伸浩
上席執行役員兼CAO
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